
で出来る事

 電話会議  画面、デスクトップの共有

 会議  参加者の呼び出し（ダイヤルアウト）

 電話会議と 会議のコラボレーション  で会議のスケジューリング

 セッション  会議の録音、録画

が活用されているシーン

 セミナー（ウェビナー）  、決算報告

 ヘルプデスク、 サポート  支店長会議、打ち合わせ

 プレスリリース  研修、トレーニング

 商品開発  災害・緊急連絡

をご利用になる前の準備 ソフトウェアのインストール

インターネットエクスプローラーから 

を立ち上げ、 をクリックします。

ミーティング番号と暗証番号を入力して、 ログイ

ン をクリックします

ユ ー ザ ー ガ イ ド

http://www.intercall.co.jp/genesys-meeting-center.php


カンファレンスマネージャーの画面左側のメニュー内

にある「ツール」をクリックします

をインストールしてください

をクリックします

セキュリティの警告が表示されましたら、 実行

をクリックします。

※ダウンロードには数分かかります。

次のセキュリティの警告が表示されましたら、 実

行する をクリックします。

右の画面が表示されましたら

使用許諾契約の条項に同意します

を選択し、 次へ をクリックします。



右の画面が表示されましたら、「主催者です」を

選択し、ミーティング番号と暗証番号を入力。

ミーティング番号 と暗証番号がない 

参加者の方は「参加者です」を選択

との同期を希望する場合は 

予定表ツールの横にチェックを入れ「次へ

」をクリックします

次の画面が出てきたら、「インストール」をクリ

ックします



右の画面が出てきたら「完了」をクリックします

完了！

の開始方法

ミーティングラウンチャーからログインする方法

ソフトウェアをインストールした後、

画面右下のタスクバーにラウンチャーのアイコン

が表示されるようになります。

アイコンを右クリックし、

を選択します。→ 下記 へ続く

※「 」をクリックし、言語設定を日本語に

変更する事もできます。

の からログインする方法

1) 

弊社のＵＲＬから主催者としてログインした後、

カンファレンスマネージャー画面のメニューで[今

すぐ会議]の右側にある[開始] をクリック→ 

４へ続く 

 

 

 

 

 



※Meeting Centerの起動に数秒かかります。 

右の画面が表示されましたら、a)～c)の何れかを

選択し、[次へ]をクリックします。 

 

a) ご自身の電話機をMeeting 

Centerから呼び出す事で即座に電話会議にアクセ

スできます。（最も簡単な方法） 

b) 

既にご自身の電話機から電話会議にアクセスして

いる場合 

c) 

これからご自身の電話機から電話会議にアクセス

する場合 

右の画面が表示されましたら、①～④の何れかを

選択し、 終了 をクリックします。

 あらかじめ のサーバーに

アップロードした の資料を共有する

場合

 デスクトップ上に立ち上げてあるアプリケーシ

ョンを共有する場合

 デスクトップ上全ての画面を共有する場合

 カンファレンスマネージャーで電話会議を管理

する場合

a) 

ご利用になる電話番号を入力しま

す(最初の0は入力不要) 

b) 既に電話会議に参加している場合 

c) これから電話会議に参加する場合 

①

②

③

④



会議室のドアが開くと同時に、右の画面が表示さ

れ、会議の準備が完了となります。 

アプリケーション共有

[ファイルまたはアプリケーション] 

を選択すると、デスクトップ上に 

起動中のアプリケーションが表示されます。共有

したいアプリケーションの横にチェックを入れま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参加者は、主催者の選択したアプリケーションを見ることが出来ます。（下図は参加者の画面です） 

制御権の譲渡 

参加者の名前を右クリックし、 ファイルまたはア

プリケーションの制御権を与える

をクリックすると、参加者に制御権を譲渡するこ

とができます。

 

 



参加者は主催者の画面を操作できます。（下図は参加者の画面です） 

制御権を戻す場合は、主催者側のＰＣでダブルクリックします。（どこをダブルクリックしても結構です。）

デスクトップ共有 

[デスクトップ全体] 

を選択すると主催者のデスクトップ全体を共有す

ることができます。 



参加者は主催者の画面全体を見ることが出来ます。（下図は参加者の画面です） 

機能のご利用方法

プレゼンターに昇格させたい参加者の名前を右ク

リックし、[プレゼンターに昇格] を選択します。 



参加者の画面は右図のように変化し、参加者の画

面を共有したり、主催者の選択したプレゼンテー

ションをスライドすることができます。 

参 加 者 の 画 面

昇 格 前 昇 格 後

参加者としての画面 プレゼンターとしての画面

主催者が機能を全て戻す際は、主催者の画面から再

度プレゼンターの名前を右クリックし、[参加者に降格] 

を選択します。 

のご利用方法

コントロールパネルの左上、

会議 → 音声 → 音声 を選択します。 

主催者と同じコント

ロール画面が表示

されます。 

画面の変化 



参加者は全員ミュートになります。次に、主催者

は「質問のある方は、電話機の＊印を押してくだ

さい」と案内します。 

質問者（＊印を押した方）の隣に手のアイコンが

表示されます。主催者は手のアイコンをクリック

します。

※黄色い手が最初に挙がったことを表します。 

クリックした手のアイコンが消え、ミュートが解

除されますので、主催者はその質問者とマンツー

マンで会話することができます。

※この間、他の参加者もその会話を聞くことが可

能です。 

次の質問者の手のアイコンをクリックすると、そ

の質問者のミュートが解除になり、前回の質問者

がミュートに戻ります。 

を終了するには、再度ステップ①を行います。 音声 をクリック

再度 を行う場合は、再度ステップ①～⑦を行います。



会議の録音（録画）と再生方法

録音方法

コントロールパネルから

会議 → アーカイブを記録を選択 

録音名を入力し、録音・録画する媒体を選択した

後、「録音」をクリックすると録音が開始になり

ます。 

録音名を入力します。 

録音する媒体を選択します。 



録音 録画を停止する際、もしくは会議を終了する

際に右のようなパネルが画面上に現れます。

保存方法を選択して「はい」をクリックします

 ファイル形式 ダウンロードして再生

 に焼いたものを弊社から後日送付

C. サーバーに保管 専用 から再生 

再生方法

主催者としてログインした後、画面左側のメニ

ュー内にある をクリックします。

C) 

Ａ) 

Ｂ) 



 「表示」をクリックすると再生が始まります。→ ③へ進む

 「転送」をクリックすると、再生専用 をメールで送信できます。→ ④へ進む

 「プロパティ」をクリックするとパスワードが設定できます。→ ⑤へ進む

ブラウザが起動し、リソースの読み込みが始まり

ます。（数十秒かかります。） 

再生がスタートします。 

A) C) 
B) 



宛先（ アドレス）と件名を入力して「送信」

をクリックします。

「追加」をクリックすると または

のアドレス帳から宛先を選択することが可

能です。 

セキュリティ強化のため、再生パスワードを設定

することが出来ます。

確認のため同じパスワードを 回入力し、「保存」

をクリックします。 

ミーティングランチャー利用方法

ランチャーの日本語設定

画面右下のランチャー を右クリック

→「 」をクリックします。

右のパネルが現れるので日本語を選択

→

宛先 

件名 



ランチャーを右クリックします

 会議を予約する

管理画面へ移動

主催者として会議へ入る → 次項を参照

参加者として会議へ入る → 次項を参照

を選択した場合、

右の画面が現れ、そのまま会議を主催

を選択した場合

右の画面が現れるので、ミーティング番号を

入力して会議に参加

会議のスケジュール方法

1) 主催者としてログインします。 

もしくはランチャーから「カンファレンスマネージャーを開く」で同じ画面に行きます 

- 下の画面が表示された後、[会議のスケジュール] をクリックします。

B) 

A) 

C) 

D) 

スケジュールの開始 → 



ステップ ～ まで、ウィザードに沿ってスケジュールしていきます。

ステップ  日時を選択します。

 

 

会議の議題を入力します。

会議の開始日時を設定します。

会議の種類を選択します。

→ 「次へ」をクリックします

ステップ２ 参加者を選択します。

か のアドレス帳から参加者をお選び頂くか、 

新規追加 をクリックして、参加者の情報を直接ご入力いただきます。

 

名前を検索し、追加ボタンをクリックし、 

参加者全員を選択の後 

「次へ」をクリックします。 



あらかじめカンファレンスマネージャ

ーのアドレス帳に登録したメールは[ミ

ーティングセンターの連絡先]から選択

できます。 

ステップ３ 追記事項の入力、リマインドメールの送信はここで設定します。

案内状をプレビュー をクリックすると招待メールのプレビューが見られます。

 

メッセージを記入のうえ、ご希望

でしたらリマインドメールの設定

ができます。 

→「次へ」をクリックします 

← 何分前にリマインダーを出すかを選択します 

↑招待状のプレビ ↓ 追加のコメント 

ュ

ー 

↓ 追加のコメント 



参加者へ送信される招待状のプレ

ビュー 

暗号化通信の有無、参加者のセキュリティコード、会議パスワードを設定します。

 

カメラの有無、アンケートやクイズの設定を行います。

← 暗号化の有無 ( SSL) 

← 会議パスワードの設定 



 

[終了]をクリックすると、

招待状が送信されます。 

                 

画面上に画像を表示させたい場合はここから → 


